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・2年 目 へ

新 しい学部 に採用 された社会人出身の新教員。何 もか もが未経験のことだ らけだが、2

年 目に入って急に忙 しくなったのを感 じる。 と言 うよ り、初年度が楽す ぎたので、これか

らようや く大学教員 らしいことが始 まったに過 ぎないということを改めて知 らされた とい

りに過 ぎないのだが。

何せ1年 目は授業 らしい授業 といえば、入学 して きたばか りの大部隊、1年 生が対象の

共通科 目、「日本語表現」がひ とコマだけで、他の専門科 目は 「マス コミ論」「社会 と教育」

というのが あ り、ゼ ミナール1ク ラスとあるが、 これ らはいずれ も少人数の3年 次編入生

だけが対象の、打ち明けて言えば科 目名はあるものの実際に開講 してみればご く少数の学

生 しか集 まらない ものでしかない。私 のゼ ミナールに 「来て くれた」学生はただ一 人だっ

た。

そうい う状態では別 に手を抜 くわけではないが、緊張感に欠けあま り授業 らしい授業に

はならない とい うのが正直な ところである。 ただ責任の授業 回数だけどうにか埋めた。

・ 「基礎演習」の経験

2年 目に入 って、その状況がかな り変わった。 まず2年 生対象の 「基礎演習」が始 まっ

た。 これはゼ ミの準備段 階 とで もい うのか、教員一人につ き20人 の学生 を受け持たされ、

ゼ ミ授業の導入教育 を行 う。教務委員会か らガイ ドラインのような ものが示 されたが、実

際の運用は個 々の教員の工夫に任 された。私の学生時代 それは約40年 も前だが一 受
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けた教育 ではそれ らしき授業はなかった。 だか らこの授業 についてはまった く一一か ら組み

立てねばな らなか った。 まった く手探 りで 「基礎演習」なる ものに取 り組む ことになった。

教務部か ら示 されたガイ ドラインらしきものは、私が実施するには私の関心領域か らは

大 き くかけ離れていた。結局、 この授業は 自分 でやれ るようにや るしかないらしい と腹 を

決めた。何 とか参考にできそ うだ と思 えるもので私が手に していたのは、大学改革が始 ま

ったころ東大教養学部が発行 して評判になった 「教科書」 『知 の技法』である。

東大で使 われてい る 「教科書」を手がか りに私 に とって まった く未知の授業 「基礎演習」

を組み立てよ うとした、 と言 ったら、 なん と向こ う見ずな、 とい うか、足元 を省みない暴

挙 と誹 られるであろう。なんてったってテキは東大である。 このごろ、そこで教 えていた

ジャーナ リス トがその 「学力低下」ぶ りをあげつ らった本 を公刊 した とはいって も、 その

言 うところの 「学力」の中身をどの ように定義 しようと、私の大学の学生たちの学力 と東

大生の学力 とは雲泥の違いがあ るのはい うまでもない。

だが、それは何 も東大で使われている 「教科書」 をわが大学で も教科書 として使 お うと

い うのでない。 そ もそ も 『知の技法』が教科書ないし 「サブテキス ト」 として使 われるも

の として編 まれた とい うことは この本 に も書かれているが、東大の基礎演習が実際にはど

のようなものであ り、このテキス トが どの ように使われているかを私 は知 らない。

『知の技法』 その ものの実態は、筆者である東大教養学部の教官たちが、それぞれの関

心、研究主題に沿 って思い思 いの知の トレーニ ングの実際 を展開 しているもので、それ を

すべて 「理解」す るようにはなっていない。実際、私 自身がそれぞれの論文 を解読で きて

いるわけで もない。ただ、その第③部 「表現の技術」 は基本的な、そ もそ も 「表現するに

足 る議論 とは何か」で問題意識の持 ち方か ら始めて、研究材料 の集め方、調査 の仕方、論

文へのま とめ方、発表の仕方 などをあえて初心者 向けに泥臭 いほ ど懇切丁寧に記 し、それ

は私 の大学 の学生諸君に も十分理解可能 なものであ り、少な くとも応用可能 なものだ と考

えた。

知へ の接近の仕方は何 よ りもまず実際に試みてみ るより仕方がない。「畳の上の水練」で

は何 も身にっけ られない。 まだ ジュニアの段階の学生 たちに とって 『知の技法』 に書かれ

ているこ とはそれ以前か もしれない。 だが、実際に何 らかの調査 を始めてみて、問題 にぶ

つかれば、そこに書かれていたことが参考 になるか もしれない と思 い返す ことがあるか も

しれない。 それにかすかな希望 をかけて、「基礎演習」のは じめに私 は 『知 の技法』のでき

るだけ具体 的な方法 を解説 している部分の コピー をとって学生たちに配 った。

私の 「基礎演習」の具体 的な運営は、 とにか く何 の主題 で もいい し、 どんな方法 をとっ

て もいいか ら何 かを調べ る、調べ た結果 をどんな形で もいいか らま とめ る、 とい うことを

や ってみようとい うことだ った。 それはある意味では小学校や中学校 での 「調べ学習」 と

い うものになるのか もしれない。 しか し、それであって も、最近文部科学省が懲悪 してい
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る 「総合学習」 を経験 していない今の大学新 入生たちに、教 えられた ことをひたす ら覚 え

る以外の学習 を経験 させ てみ るとい うことであった。

それ ともう一つ、その学習 をグループ を組んでや ってみ る、 とい うことも注文 した。学

習 というものが、 しょせ んは 「てんで しの ぎ」で個 人個 人の評価点に集約 される受験勉強

型以外の学習 を経験 してみる、 とい うね らいか らであった。 もっ ともこれには教授者 とし

て多少ず るいも くろみ も含まれていて、 これは学生たちか ら早 くか ら見抜かれていたが、

どうせ熱心 な学生 と、そ うでない、他 人に負ぶ さり型の学生 とができるに決 まっているか

ら、全体 としては一部の熱心学生 に依拠 しつつ学習 を進め ようと思 っていたのである。

何だかだ と理屈 はつけてみるものの、 そのよ うな運営は もともと小中学校 で行 われてい

るこ とではないか と思わぬわけでもない。私 自身の小学校時代は、第二次大戦直後の米 占

領軍の指導による 「問題発見」「課題解決」型の学習方法が称揚 され、 グループ学習 も推奨

されて、先生たちが割 とまじめにそ うした方法を模索 していた、今 になってみれば例外的

な学習方法が試み られていた時代であった。結局はそ うしたや り方は 日本の教育現場にな

じまぬ もの として放棄 され、 日本の学校教育は上級学校への受験教育 に適 したや り方にひ

たす ら身 を添わせてい く。 たまたま自分が大学で教える立場になって、かつて放棄 された

そのや り方 を改めて試みてみるというのは どうい うことなのか、 と思わぬで もない。

さて、その結果 はどうだ ったのか。実 は大変 な苦戦 を強い られてい る、 というのが、 こ

れを書いている2年 目の後期、11月 の時点での中間報告 とな らざるを得 ない。 まった く思

い もしない学生たちの反応に遇 って、 目算違 いを悩んでいる。

何 でもいい、 どんな方法 でもいいか らとにか く何か 自分 たちの手で調査 したオ リジナル

な結果 を目指せ、 とい うことで始めたのだが、最初 に悩 まされたのは、学生たちの極めて

悪い出席状況だった。出席ぶ りが極めて不安定で、往々に して出席者が クラスの半数程度、

それ も遅刻が 多いか ら、一度説明 したこ とが学生 たちに通 じているかどうか分か らない。

何度 も同 じこ とを繰 り返 さねばな らな くな る。「基礎演習は2年 生で単位 を取 っておかね

ば、3年 生か らのゼ ミナール、4年 生の卒業研究を受 けられな くなる。卒業 できな くなる

羽 目に陥 る」 と何度 も繰 り返 したが、気がついてみると欠席者は決 まったメンバーで 「ま

あ毎 回出て きている人に同 じこ とを言 っても仕方がないのだが…」 とい うことになる。

とにか く出席 してきた顔ぶれに何 を調査 してみたいか と希望 を募 って、それを集約 して

20人 のクラスを4つ のグループに編成す るまでになったのが ようや くセ メスター前期の終

わ りごろ。やは り思ったとお り、私の意図に応えようと熱心な メンバーが各 グループにい

るので、その学生たちに依拠 して各 グループの活動状況 を報告 させて、それ を前期 の成績

評価 に使 った。

そんなや り方で も、 とうとう前期の終 わ りには出てこな くなった学生が3人 出た。夜、

自宅に電話 して出席 を促すはめに陥 ったが、「次 回には出ます」と電話では言った もののい
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ずれ も教室には現れず、他の授業への出席状況 も悪いようなので、前期の単位 は与えられ

なか った。

学生の実態に合わせて、授業 を進めることを当初か らの方針にし、その中で出来得 るこ

とを精一杯や ろうと思 っているが、授業 に出て こなければ手の打ちようがない。「日本語表

現」の授業 をもとに書いた 『「敬語」考1』 では大学で教 えることの幸福感 を報告 したが、

この時期 ではまだ まだ考えねばならないことがあるのに気づ いて、ち ょっ と自己嫌悪に陥

った。

教員同士の会議 でよく出る話題なのだが、「自分の希望 を生か して」とか 「何で も好 きな

ことを選 んで」 と言われ ると、学生 たちの頭の中は真 っ白になってしまうらしい。定型的

な課題、た とえば何 らかのテキス トを示 して、それについて 「感想 を書け」 とい うような

要求については反射的にこたえよ うとする。 こちらの問 うているポイン トか ら全 くはず し

た答え、あるいはテキス トその ものの丸写 しであっても、 とにか く外形的に要求された作

業 には従順に応 じる。

私が 「基礎演習」でや ろうとしたこ と、学生に求めたこ と(い やむ しろ求めなか ったこ

と)は 、そんな学生たちに とっては最悪 であったのか もしれない。教師は 自分 たちになす

べ きことを何 も示 さない。課題 を自分で探 し出せ と言 う。俺 たちには 自分 で知 りたいこ と

なんか何 もない。今の世の中、情報なんてそこら中にあふれている。 それを選択すれば良

いだけだ。学校 では問題 を出すのは教師なのだ。問題 を自分 で作 って 自分 で答 えるなんて、

そんな八百長は出来 ない…。

学生のほ うからすれば 「基礎演習」の授業 に出ても、その時間にや ることがは っきりし

ない。 どうや ら授業 で教師が言 うことを聞 いていな くても、後 で定期試験にその事が出題

されて困るとい うことはなさそうだ、 と見極めがつ くと、それほど一生懸命に出席 しな く

て も ということで、出席率 は どん どん悪 くなる。夏休み前、前期 の終 わ りころはそん

な悪循環にはま り込んでいた。

しか し、初めか ら成算があったわけではないが、 どうにかそのころには目鼻 もついて き

た。一人一人の 「調査 してみたい こと」の希望 を黒板 に列記 して、「この人 とこの人は一緒

にやれ るん じゃないか」 とい うア ドバイスをしてグループに絞 り込んでい く作業 を続けて

い く。欠席が多いのに悩 まされつつ、何 とか辛抱 しているうちに、熱心 で リーダー シップ

が取れそ うな学生 を中心に、 どうや ら4つ の グループに分け られ るめ どがつ いてきた。4

グループ ともリー ダーは女子学生だった。

さっきも言ったように まだ途中なので、詳細は書けないが、形の上では後期 の末には4

つの調査 レポー トが最低 限、出来上が る見通 しである。前期の出席がかんば しくな くて単

位 を落 とした3人 のうち1人 が後期は出席す るようになった。

また、こんなこともある。仲の良い女子学生2人 を核に したグループで、2人 の男子学
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生がお情けで加 えて もらっているのが あるが、その男子学生の1人 、今仮にX君 とすると、

彼は授業ではほん とに目立たない存在 だ。 よ く休む し遅れて出て くる。 この グループはよ

くパ ソコンのある部屋 でインターネッ トを使 って情報集め しているが、 それにつ きあって

も他 の学生たちと十分 な話 し合いを しているようには見えない。そ もそ も意思表示がはっ

きりしない。

そのX君 を学園祭の演劇同好会の芝居に出演 しているのを見た。準主役格で活躍 してい

た。声 もはっきり出ていて、授業での印象 とは まるで違 う。別人か と思ったが、芝居宣伝

の ビラにはちゃんと彼の名前が出ている。学園祭のあ と廊下で彼 とすれ違った。「芝居見た

よ」 と言 うと、少 し照れていたがその顔 は準主役の 自信 に満 ちたほうだった。以来、授業

でも話 を交わすようになった。

考 えてみれば 「基礎 演習」で私が 目指 したような授業 をするためには個々の学生 をもっ

と知 らねばならないよ うである。 シロウ ト教貝 としてはそんな反省 をした。授業 を作 り上

げるためには長い辛抱の時間が必要で、何 よ り学生 たち との コ ミュニケーシ ョンをつ くり

上げることが必要だ。当た り前 と言えば当た り前のそんなことをあ らためて感 じて、私は

い くらか展望が開けて きたような気が している。

来年度か ら15人 の学生 を対象に したゼ ミナールがいよいよ始 まる。2年 生の基礎演習は

3年 生か らのゼ ミナールへ の導入だ と言ったが、それは学生 たちに とっての導入 とい うよ

り、私 にとっての教訓多い試行 の期間 を与えて くれた、 と言 うべ きなのだろう。

・ 「対 テ ロ戦 争 」 の衝 撃

長 い夏休 み も終わ りに近づ いて、怠惰な学生時代 と同じように,そ ろそろ後期の授業の

準備 も考 えねばならないと思い始めたころ、アメ リカでの 「同時多発テロ」が起 きた。9

月11日 。現地 では朝の出来事 だったが、 日本時間では夜。実は翌12日 、私 には朝早 く出か

ける仕事があった。そのため早 く就寝 していて事件 を知 ったのは12日 の朝になってか らだ

った。

朝早 く出かける仕事 と言 うのは、卒業研究の指導をしている4年 生のY君 が教職 資格取

得 のため教育実習に行っている滋賀県の私立高校へ出向いて、その研究授業 を見学するこ

と、かたがたお世話になっている高校側へ大学 として挨拶することであった。私 の自宅に

最寄のJR駅 か ら快速電車に乗れば1時 間 と少 しでその午前の研 究授業に間に合 う。 それ

で早寝 したのだが、起 きて朝刊 を見て驚いた。あわててテレビをつけ ると、世界貿易セン

ターの高層 ビルに旅客機が突っ込むあの衝撃の映像 を繰 り返 していた。

もう少 しテレビを見ていたい と後 ろ髪 を引かれ る思いであったが、校務 をキャンセルす

るわけには行かない。タクシー を頼んであったこともあって、とるもの もとりあえずJRの
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駅 に向か った。実はこの夏、イチ ローの活躍 を見たいがためにテレビを買い換 えたばか り

であった。出かけ る仕事が なければ、たぶん一 日中テレビにか じりついていた ところだ。

「事件」のその後の展開は、 ご承知 の如 くである。「テロの発生は世界の人々の考 え方 を

変えた」 という解説が もっぱ らであるが、私 自身の安逸な生活 も少なか らず影響 を受けた。

そして、まもな く始 まった後期の授業の中身 も。

生活に対す る影響 のほ うか らいえば、夜遅 くまでインターネ ッ トでネッ トサー フィンす

る癖がついてしまった。英米の新聞、 フランスの新 聞、かろ うじて理解 で きる英語、 フラ

ンス語の新聞の電子版 を渡 り歩いて時間 を消費す る。大 まかな事実関係の推移 を知 るだけ

なら日本語 の新 聞、 さらには雑誌の類 で事足 りるし、私の英語、フランス語の理解力か ら

すれば時間の無駄 とい う気が しないで もないが、それでもいったん始め た習慣がやめに く

くなっているのは、アメ リカの大統領が 「戦争」を宣言して以来のアメ リカの新聞の論調、

それに引 きずられる 日本の新聞だけでは、事態 を冷静 に眺め られないのではないか と感 じ

ているか らだ。

宮沢喜一氏が 日本のある新聞のインタビューに 「もっ と冷静に考 えたほうがいいん じゃ

ないか。ア メリカは歴史の浅 い国だ し、理解 は出来 るが騒 ぎす ぎの感無 きに しもあらず」

というふ うなことを言っていたが、私 も日本 人 としては、広 島の原爆で亡 くなった人は26

万人でっせ と彼 らに言ってや りたい気がす る。

長い歴史の体験を踏 まえて、 イギ リスや フランスの新聞が、"Americaatwar"一 色の

アメ リカ ・ジャーナ リズムか ら離れた視点 をどう表現 してい るか、同時進行 的に押さえて

お きたい と思った。事実関係以外に論評、 コラム的な読み物でそれ らの事実 をどう表現 し

ているか。

授業のほ うへの影響 ということでは、 まともにその変化 を反映 したのは今年度か ら2年

生以上への開講 とい うことになった 「マス コミ論」であ る。昨年度は対象が人数の少 ない

3年 次編入生だけだったが、今年度は一気 に受講者が増えた。70人 以上の受講登録が あ り、

どのように授業 を進め るか頭 をひねったが、結局、一方的に私が講義す る形 しか取れない

と決めた。教室 はビデオ、大型スク リー ン、OHPな ども完備 した最新のマルチ メデ ィア型

の ものが割 り当てられたが、残念 なが ら私 にそれ らを駆使す る能力がない。

授業のたびに配 るプ リン トに工夫 をす るこ とに した。それは前回述べ た 「日本語表現」

と同一のや り方であるが、材料 は最近 の新 聞記事の切 り抜 きか ら採 ることに した。私 は 自

宅で2紙 購読 しているが、 日常的に授業に使 えそ うな記事 はファイル してお く。 そのファ

イルか ら必要に応 じてセレク トし、共同研究室付の職貝に手伝 って もらって縮小 コピー し

た り按配 してA4版1枚 裏表のプ リン トを作 る。学生たちの話 を聞 いてみ ると、親 と暮 ら

している自宅通学生で も、 日常的に新 聞に 目を通す習慣 を身に着けている ものが少 ない。

下宿 しているもので新 聞を購読 してい るのはほぼ皆無 といった状況 である。新聞の切抜 き
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が十分新鮮な材料提供になる。

といってただ漫然 と目についた記事 を提示す るだけでは、テレビ番組の中の時事解説の

下手な真似事 になって しまう。生の新聞記事 を見せ、それを材料に、マ スコミ論、すなわ

ちメディアの問題点 を指摘 してい くとい うのがね らいである。幸い、最近の新聞はメディ

アの問題 をニュースソー スとして積極 的に取 り上げる傾向にあ り、「新聞時評」のようなコ

ラムを設けて社外の有識者に紙面に対 しての論評 を仰いだ り、 またそうした有識者を委員

に委嘱 して倫理委員会、人権委貝会 のような ものを設け、そこでの議論 をかな りのスペー

スを割いて報告 した りしている。海外の一部の新聞が実施 しているオンブズマ ン制度に準

ず る役割 を期待 しての ものであろう。少な くともメディアの うち新聞は、 その制作過程で

の問題点 を積極的に読者に開示 して理解 を得 よ うとい う姿勢が顕著である。

その ことが新聞をめ ぐるさまざまな問題点について読者の納得が得 られているか どうか

となると、それほど楽観 的になれないが、少な くとも私の 「マスコミ論」授業には好都合

な材料 を提供 して くれている。前期の授業では、当時の森首相 と記者 たち との関係、「メデ

ィア ・スクラム」 と称 される過剰報道の問題、田中真紀子外相問題、大阪府池田市の小学

校 での児童殺傷事件 をめ ぐって問題化 した精神障害者による犯罪のさいの メデ ィアの実名

扱い、ひいては田中康夫 ・長野県知事が問題提起 した記者 クラブ問題な どと取 り上げてお

り、 とにか く授業の材料に困らない状態だった。

だが 「同時 多発テロ」の発生が、後期 に入ってこうした授業のあ り方 をが らりと変 えて

しまった。 テロとそれに続 くアフガニスタン空爆関連の記事が新聞紙面の大半 を占めてい

る状況で、新聞記事 の切 り抜 きに依拠す る私 の授業がその話題に引きず られ るのは致 し方

ない仕儀 ではあるのだが、正直言って、なによ り私の関心がそちらに傾いていることが授

業の方向を変 えて しまった といわ ざるを得 ない。

出来 るだけメディアの問題に引 き寄せて、テロの問題か らアフガニスタンが舞台の 「戦

争」 を語っていったが、私の関心に応 じてややニュース解説ふ うに流れていったと学生た

ちに受け取 られて も仕方がない部分 も多々あった。 この授業では各回の講義の後、メモ用

紙を配って、学生たちの意見 を自由に記述 して もらうことに してい るが、ある時 「テロ以

外の、たとえば狂牛病 の問題 なども取 り上げて ください」 という要望 も書かれていた。

しか し,,,なるニュース解 説に陥 らないためにも、逆に 「対 テロ戦争」を通 じての メディ

アの問題 を講義 してい くことにしようと思 っている。実際、現代の 「戦争」 は何 よ りメデ

ィアを通 じての戦争であ る。ベ トナム戦争の時には戦場にテ レビカメラが従軍 し、お茶 の

間に直接戦場が持 ち込 まれた と言われ、それがア メリカに反戦の気分 をかきたて、アメ リ

カが撤退せ ざるを得ない事態に追い込まれたとされる。その 「反省」が 「任天堂ウォー」

と呼ばれ るような、 まるでテレビゲームさながらの映像 を氾濫 させ る 「対策」 を軍に採 ら

せ た。
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そこにい くと、アフガニスタンを戦場に した今度の 「戦争」は また違 ったイメー ジを生

み出す ものになってい る。「非対称型」といわれ る戦争は米軍の圧倒的な戦力の もと、 もと

もと廃嘘同然の町や村 をきりもな く荒廃 させ てい く爆撃が続 き、ぼろをま とった飢 えた人

たちが俳徊 し、鼻 じろむ思いさえ抱かせ る。

その陰 で過酷な体験 を強い られているのが メデ ィアで働 く者 たちである。 これ を書いて

いる11月 下旬の時点で殉職 した記者 たちが7人 に達す るとい う。そのほ とん どは戦闘に巻 き

込 まれた とい うよ り、荒廃 した風景 さなが らに治安の能力 を失 った国家 にあって、横行す

る山賊 のようなやか らの犠牲になったもの らしい。国家 と国家の対決 といった古典的な戦

争においては、「従軍」の記者たちは、それぞれの陣営の保護 を受 け将校 なみの待遇 を保障

された ようだ。 ここではそんな常識 は通用 しない。 これは全 く戦場 におけ るメデ ィア人の

新 しい形 ではないのか。

私 自身、新聞記者 とい う仕事につ いていたが、平和憲法下、 自国内では もちろん、国外

で もそ うした体験 を持たないで済んできた。だか ら学生 たちに語 るべ き体験は全 くない。

しか しそれは例外的に幸せ な時代 に生 きたため であった と彼 らに告げ るべ きなのであろう

か?(未 完)

*

『「敬語」考』の題名の もとに、いわゆ る 「社会人」の立場 か ら大学で教 えるこ とになっ

た者の体験 を通 じて、大学教育 とは どの点で成 り立つのか を考 えてみ る、 とい うのが本稿

の 目的である。今 回はその2年 目の報告 をす るつ も りであったが、紀要 の締め切 りの関係

で、授業が まだ続行 中の ところで稿 を草す ることになった。体験がまだ記憶 に新 しい うち

に書 き留めてお くとい うね らい もあって、不恰好ではあ るが未完のままとりあえず提出 し

てお く。今後 も機会が与えられればこの形で書 き続け るつ もりである。
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